
金融商品取引所に上場されている
有価証券や国内外の債券の
お取引に関する説明書
（契約締結前交付書面）

‒法人のお客様用‒

この書面は、以下の有価証券のお取引に関するリスクや留意点を記載しており、金融商品取
引法第37条の 3の規定によってお渡しするものです。
あらかじめよくお読みいただき、ご不明な点はお問い合わせください。

本書面に記載されている有価証券のお取引および契約は、クーリング・オフの対象にはなりま
せん（金融商品取引法第37条の6の規定の適用はありません）。
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上場有価証券に係る金融商品取引契約の概要



2．円貨建て債券のお取引

あらかじめよくお読みいただき、ご不明な点はお問い合わせください。

○円貨建て債券のお取引は、主に募集・売出し等その他、当社が直接の相手方となる方法によ
って行われます。
○円貨建て債券は、金利水準の変化や発行者の信用状況に対応して価格が変動すること等によ
り、損失が生ずるおそれがありますのでご注意ください。

・円貨建て債券を募集・売出し等その他、当社との相対取引によって購入する場合は、購入
対価のみをいただきます。

手数料など諸費用について

・円貨建て債券の市場価格は、基本的に市場の金利水準の変化に対応して変動します。一般
的に、金利が上昇する過程では債券価格は下落し、逆に金利が低下する過程では債券価格
は上昇します。償還日より前に換金する場合には市場価格での売却となりますので、売却
損が生じる場合があります。また、市場環境の変化により流動性（換金性）が著しく低く
なった場合、売却することができない可能性があります。
・円貨建て債券が物価連動国債である場合には、元金額は全国消費者物価指数の変化に対応
して変動しますので、売却時あるいは償還時の全国消費者物価指数の状況によって売却損
または償還差損が生じる場合もあります。また、このような特性から、物価連動国債の価
格は、必ずしも上記のような金利水準の変化に対応して変動するわけではありません。

屋価ぷ
・円貨建て債栗
・円貨屋禾基憤妾瓻｠Wき















お支払いいただきます手数料（税込）は端数処理の関係により、
本表の手数料率に基づく計算結果より少なくなる場合があります。

・国内での売買手数料の他に外国
金融商品市場での取引にかかる
手数料、税金等が必要となりま
す。国により手数料、税金等が異
なります。
・左記の割合（％）は、売買金額
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